平成18年1月10日
自社開発の抗悪性腫瘍剤候補物質
Ｍ期キネシンEg5阻害剤を米国イーライリリー社へ導出
　　
協和発酵（東京都千代田区 社長:松田 譲）は、自社開発のＭ期キネシンEg5阻害剤（癌領域、前臨床段階）について、日本を除く地域での独占的な開発・販売権を（ただし、アジアの一部の国においては当社との共同開発・共同販売権を）、米国の製薬企業イーライリリー社（本社：インディアナ州インディアナポリス、シドニー･トーレル会長CEO）に供与することに平成17年12月19日、合意いたしました。
本契約により当社は、同社より契約金、マイルストーンおよび製品販売に伴うロイヤルティーの支払を受けることとなります。
  癌細胞は細胞分裂を繰り返すことで増殖します。その細胞分裂には、染色体を分離するために、対をなしている中心体という細胞内小器官が、細胞の両極へと移動することが必須となります。　本剤は、その中心体の両極への移動を司るタンパク質Ｍ期キネシンEg5の作用を特異的に阻害することで、中心体の分離を妨げ、その結果、癌細胞の細胞周期をＭ期（分裂期）という相に停止させ、癌細胞にアポトーシス（細胞死）を誘導するという、新しいメカニズムの抗悪性腫瘍剤候補物質です。
癌細胞をＭ期に停止させる抗悪性腫瘍剤としては、細胞分裂の際に形成される微小管の作用を阻害する酒石酸ビノレルビン（製品名：ナベルビン®注。当社販売）などがあり、その高い臨床効果がすでに証明されております。
しかし微小管は、癌細胞だけでなく神経細胞などの正常細胞でも重要な機能を担っているため、微小管に作用する抗悪性腫瘍剤の重大な副作用として、手足のしびれを主症状とする神経障害が問題となっております。
一方、本剤は微小管には全く作用しないため、微小管に作用する抗悪性腫瘍剤と異なり、高い臨床効果を保持したまま、副作用である神経障害を起こさないことが期待され、悪性腫瘍の治療に大きく貢献する可能性を有しております。
　
  本剤は、当社で動物レベルでの薬効評価および安全性確認試験を実施し、その有用性を明らかにしてまいりました。しかし当社の自社創製医薬候補物質の開発における優先順位を考慮した結果、よりスピーディに本剤の開発が可能なパートナー主導の開発品としての位置付けに移し、ライセンス活動を進めてまいりました。
この度の合意に伴い、今後はイーライリリー社が開発を引継ぎ、欧米を中心に臨床試験の準備を行うことになります。
  当社は、今後も自社開発した医薬品候補物質を、アライアンスも含めた効率的・効果的な開発によって価値の早期最大化を図り、世界の人々の健康と豊かさに貢献できるよう努めてまいります。
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